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クイズ Ⅰ 泥棒の侵⼊⼝で最も多い場所はどこ︖ ①⽞関 ②勝⼿⼝（裏⼝） ③掃きだし窓・・・こたえは最後 
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 泉⽥環境保全会は、農道や⽔路の草刈り、⽔路の泥上げ、農道やパイプライン等の農業⽤施設の補修など、農地・⽔路・農
道等の地域資源の保全管理を⾏っています。農林⽔産省の多⾯的機能⽀払交付⾦を活⽤しながら、農業者を中⼼に活動し
ており、活動を開始して今年で14年⽬を迎えます。幹線排⽔路
の清掃作業や河川愛護活動等、地域活動にも積極的に参加
し、地域住⺠との交流を⼤切に活動しています。 

また、毎年割⽥の休耕⽥を活⽤し、コスモスや菜の花を植える
ことで、地域の特⾊ある景観と憩いの場を形成しています。特にコ
スモス畑については、⼦ども会と連携し、写⽣⼤会を開催してお
り、毎年100名を超える参加者が集まり⼤盛況となっています。 

泉 ⽥ 地 区 ⾃ 治 会 

会 計 監 査 関⼝ 恒夫 

会 計 監 査 加藤  泉 

 顧      問 外⼭ 鉱⼀ 

⼥  性  の  会 

副  会  ⻑ 原⽥ 和⼦ 

会      計 深⾕ ひろみ 

⼦   供   会 

副  会  ⻑ 岡部 雅美 

会      計 ⽯原 功⼦ 

み の り 会 東 部 

副  会  ⻑ 岡本 重治 

副  会  ⻑ 神⾕ 惠⼦ 

会      計 都築 幸雄 

み の り 会 ⻄ 部 

副  会  ⻑ 関⼝ 恒夫 

副  会  ⻑ 村本 眞⼸ 

会      計 ⽮⽥ 悦裕 

泉 ⽥ 消 防 団（15分団） 

副 分 団 ⻑ ⽥村  ⼤ 

部      ⻑ 神⾕ 匠太朗 

⼋ 王 ⼦ 神 社 

⽒⼦会会⻑ 神⾕  勉 
副  会  ⻑ 岡本 ⾼弘 
顧     問 外⼭ 鉱⼀ 
神 楽 会 ⻑ 酒井 陽次 

副 総 代 ⻑ 都築 幸雄 

会     計 五代 美佳 
会  計  補 三ツ⽯ ふく美 

神  饌  ⻑ 外⼭ 貴浩 

神  饌  補 藤井 博康 

泉 ⽥ ⾃ 主 防 災 会 

会     ⻑ 岡本 重治 

副  会  ⻑ 塚崎 和俊 

副  会  ⻑ 神⾕  勉 

顧     問 外⼭ 鉱⼀ 

防犯パトロール隊 

隊     ⻑ 早川 利光 

副  隊  ⻑ 神⾕  勉 

副  隊  ⻑ 岡本 ⾼弘 

事  務  ⻑ 関⼝ 恒夫 

会     計 ⽯部 ⽣志 

顧     問 ⿊⽥ 節男 

⺠⽣委員・児童委員 

委      員 ⼩林 正典 
委      員 明⽯ リツ⼦ 
委      員 越間 幸⼦ 
委      員 岡本 好⼦ 
委      員 神⾕ 正⾏ 
委      員 佐野 眞澄 

ボ ラ ン テ ィ ア い ず み の 会 会 ⻑ ⼩林 正典 
泉 ⽥ ⼩ 唄 保 存 会 会 ⻑ 加藤  泉 
ひ ま わ り の 会 （ ⺠ 踊 ） 加藤 澄⼦ 
泉 ⽥ 環 境 保 全 会 代 表 岡本 博和 
泉 睦 会 会 ⻑ 神⾕ 芳磨 
ち ょ ボ ラ い ず み だ 神⾕ 芳磨 
富⼠松南⼩学校評議員 岡本    清 
雁 が ⾳ 中 学 校 評 議 員 関⼝ 恒夫 
保 護 司 津⽥ 節代 
⻘ 少 年 補 導 員 塚崎 和俊 
更 ⽣ 保 護 ⼥ 性 会 会 ⻑ 佐野 眞澄 
更 ⽣ 保 護 ⼥ 性 会 班 ⻑   ⽮⽥ 浩⼦ 
刈 ⾕ 市 ス ポ ー ツ 推 進 員 ⼩室 政広 
サ ッ カ ー 指 導 者 神⾕ 鈴治 
保 健 推 進 員 代 表 加藤 喜代美 
⾚ ⼗ 字 奉 仕 団 代 表 ⽮⽥ 登美⼦ 

〜皆さま、⼀年間よろしくお願いいたします〜 

地 区 ⻑ 
神⾕  勉 

（中⻄組） 

地区⻑代理 
早川 嘉彦 
（半崎組） 

地区会計 
⽯部 ⽣志 
（中浜組） 

公⺠館⻑ 
岡本 ⾼弘 
（上組） 

公⺠館会計 
神⾕ 恒治 
（城前組） 

公⺠館主事 
⼭中 和裕 

（⼤久屋組） 

泉⽥消防団 
分団⻑ 

澤⽥  亮 
（中⻄組） 

⼋王⼦神社 
総代⻑ 

荒川 博光 
（絵下城組） 

みのり会 
東部会⻑ 
塚崎 和俊 
（前川組） 

⼦供会 
会 ⻑ 

岡本 克彦 
（下組） 

⼥性の会 
会 ⻑ 

⾈越 聖⼦ 
（中浜組） 

泉田地区自治会 年間行事予定 

5⽉ ごみ散乱防⽌(23⽇) 

7⽉ 河川愛護運動(11⽇) 

8⽉ 盆踊り(12・13⽇） 

9⽉ 敬⽼会(19⽇） 町内側溝清掃(26⽇) 

10⽉ 住⺠の集い秋祭り(10⽇) 東部防災訓練（17⽇） 

11⽉ ごみ散乱防⽌（7⽇） 中部防災訓練（14⽇）⽂化展(28⽇) 

12⽉ ⻄部防災訓練（12⽇） 住⺠の集いゆく年くる年(31⽇) 

1⽉ 芸能⾳楽発表会(23⽇) 

2⽉ ごみ散乱防⽌（6⽇） 

泉田自治会 定例月行事 

第1・3土曜日  資源ごみ回収

第3木曜日 子育て支援 

毎水曜日 班別防犯パトロール 

第4日曜日 一斉防犯パトロール 

第1日曜日 泉田小唄保存会 
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田 
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り 

みのり会 
⻄部会⻑ 
三井 正春 
（半崎組） 

答え クイズⅠ ③掃きだし窓  クイズⅡ ②午前10時〜午後4時の時間帯 クイズⅢ ③近所の⼈にジロジロ⾒られる

代表 岡本博和さん 

 発杭川は⽔源を刈⾕市井ケ⾕町に発し、泉⽥町地内で逢妻川に合流する、全⻑7.0kmの2級河川です。発杭川の増⽔
による浸⽔被害を最⼩限にとどめるために、発杭川排⽔機場と農業⽤今川排⽔機場が連動して排⽔にあたります。 
①⽔位計が2.3mを超えると排⽔機場操作⼈に⾃動で電話が⼊ります。
②操作⼈は担当排⽔機場へ出動してポンプ運転の準備をします。
③⽔位計が2.5mを超えると今川排⽔機場の操作⼈は発杭川の⽔⾨を閉めます。
④⽔⾨の閉鎖が確認されたら、発杭川排⽔機場と今川排⽔機場が連動して、境川に排⽔します。

泉田地区にある施設の機能を知る！「水害から泉田町を守る発杭川排水機場」 

発杭川水門 今川排水機場 

発杭川排水機場 
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泉⽥の歴史２２ ⼀⾥⼭町の密蔵院    ⾼畑組 ⼭⽥ 孝さん 寄稿  

 

 

DAKAR RALLY 2021（ダカールラリー2021） 
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クイズ Ⅲ 泥棒が犯⾏をあきらめる理由で⼀番多い事は︖ ①防犯カメラの設置 ②ドアに開けにくい鍵 ③近所の⼈にジロジロ⾒られる・・・こたえは最後 
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 ⼀⾥⼭町にある密蔵院は、三河三弘法三番霊場として、多くの⼈でにぎわう寺です。この寺は、真

⾔宗の寺でしたが、正徳４年（1714）に臨済宗に変わりました。そして、この寺はかつて泉⽥にあっ

たといわれています。この寺から少し下がったところに東海道の⼀⾥塚がありました。この⼀⾥塚の場所

について、江⼾幕府の道中奉⾏は、京都に向かって左の塚は⼀ツ⽊村、右の塚は泉⽥村地内にある

と書いています。つまり、密蔵院のあるあたりは、江⼾時代の終わりごろまで泉⽥村だったのです。  
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 毎度お馴染みになりました「ダカールラリーの三浦さん」です。今年も
やりました、8連覇達成です︕ 
 今年の三浦さんは、昨年までとは違い“エースドライバー”としての出
場でした。昨年まで市販⾞部⾨で７年間勝ち続けています。三浦さ
んが、エースドライバーに任命されたということは「勝ち続ける」使命を背
負ったということです。そんなプレッシャーの中で、三浦さんは⾒事に総
⾛⾏距離7,941km（内、競技区間4,577km）を⾛り抜いて、８
度⽬の市販⾞部⾨優勝を勝ち取られました。 

そんな三浦さんですが、ラリー後のインタビューで「もっと⾛りたかった
です、まだ全然元気ですもん」と逸材ぶりを披露されています。「今回
は難しそうな砂丘が出てくると”どうやって越えていこうかな“とワクワク感
の⽅が強くて、ポジティブに⾛れました。それにクルマが応えてくれるのを
感じながら⾛れました」と・・・。スゴイ︕時流に乗ってる感がしますね︕ 

今年は新型ウイルスの拡⼤もあって、海外での⾛⾏テストができず、
クルマに乗れる機会が少なかった。今回のラリーは、ただただ、純粋に⾛

れる機会があることがうれしかったそうです。このような状況での偉業、
感無量な思いでしょう。 

三浦さんからのメッセージ。 「泉⽥町の皆さん︕応援ありがとうご
ざいました︕8連覇を達成できました︕これからも声援よろしくお願い
します︕」と。お体に気をつけてご活躍を祈念しております。 

 祝！！偉業８連覇達成！！  半崎組 三浦 昂さん 

 今回のおらが
組の⾃慢は、尺
⼋の⼤師範で
あられる「酒井
陽次さん」の登
場です。 
 ⼩さい頃から

⾳の出るものに興味を持っていたという酒井さん
は、ハーモニカや縦笛などの練習がとても楽しく、
暇さえあればずっと吹いていたそうです。⾼校で
はブラスバンド部で⼩太⿎を担当し、⼤学に⼊
学するとまずジャズバンドに所属されました。その
後に尺⼋と出会い、その奥深い⾳⾊の魅⼒に
とりつかれ、⼤学の尺⼋クラブに⼊部し都⼭流
流祖直⾨の加藤名⼭に師事、それ以来現在
に⾄るまで60年近く尺⼋⼀筋に打ち込んでこら
れました。尺⼋とは⽵で作られた管楽器で、⻑
さが⼀尺⼋⼨（約54cm）あることから、その
名がついたとされます。吹けばすぐに⾳が鳴る構
造ではなく、また吹き⽅次第で様々な⾳⾊にな
るので、思い通りの⾳が出せた時の喜びは⼀塩
だったそうです。 
 「好きこそ物の上⼿なれ」とは、このことを⾔う

のでしょう。酒井さんはめきめきと上達され、順
調に準師範、師範と、階級を上げていきまし
た。 
 そんな酒井さんは、尺⼋を初めて17年経った
30代半ばに、会社勤めをする傍ら「煬⼭会」を
主宰し、ご⾃宅で教室を開かれました。個⼈の
活動としては、38才で⼤師範となり、40を越え
てすぐ、愛知県⽀部本曲コンクールで2年連続
⼊賞されています。 
 酒井さんのご活躍は個⼈的なものに収まら
ず、社会にも広がっていきました。⾃⾝の教室に
て多くの⾨⼈を育成し、昭和53年（34才）よ
り刈⾕⽂化協会尺⼋部に⼊部され、部の会計
から始まり尺⼋部部会⻑等、⽂化協会芸能
部⾨の部⾨⻑等、芸能発表会の実⾏委員⻑
など数々の役職に就かれ、⽂化協会の運営や
発展に貢献し、現在は会⻑としてご活躍中で
す。 
 「海外でも演奏してきましたよ」と酒井さん。カ
ナダ・ミササガ市との姉妹都市提携25周年記
念式典では、ミササガ市⻑をはじめとする市⺠
の皆様の前で、⽇本⽂化の紹介として尺⼋を
披露されました。ホームステイ先のご家庭での

ホームパーティーでも演奏し現地の⽅に喜ばれ
たそうです。 
 酒井さんの活動は、刈⾕市内に留まらず、碧
南市や⾼浜市の⽂化協会にも籍を置き、様々
な⾏事に参加されています。また、我らが泉⽥
町においても、公⺠館で敬⽼会の演奏をされた
り、⼋王⼦神社では神楽会会⻑を務め「尺⼋
奉納」「譜⾯の収集」などを⼿掛けられ多岐に
わたってご活躍です。 
 77才の今尚、⾃⾝の技術向上に余念がな
く、また尺⼋やお神楽の⽂化継承を憂い、⼤忙
しの酒井さん。この魅⼒を⼀⼈でも多くの⽅に
知ってもらいたいと願って⽌みません。興味のあ
る⽅は、⼀度酒井さんを訪ねてみては如何で
しょうか。 

 おらが組自慢   池之浦組の酒井陽次さん！！ 
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岡
本 
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中浜 組⻑ 
⼆宮 正義 

⼤⻄ 組⻑ 
⽮⽥  栄 

皆さまの組の組長さんです。 

一年間、よろしくお願いいたします！！ 

絵下城 組⻑ 
酒井  淳 

前川 組⻑ 
⽥中 基喜 

⾼畑 組⻑ 
神⾕ 佳宏 

⼤久屋 組⻑ 
横⼭ 稔洋 

下 組⻑ 
岡本 安弘 

東 組⻑ 
池⽥ 利樹 

上 組⻑ 
岡⽥ 善充 

中⻄ 組⻑ 
都築 邦裕  

北 組⻑ 
岡本 勝英 

城前 組⻑ 
森屋 鉱悦 

半崎 組⻑ 
⽮⽥ 伸次 

伊勢倉 組⻑ 
深⾕ 範久 

池之浦 組⻑ 
城内 秀世 

みのり会結成50周年記念式典での演奏の⼀コマ 

令和3年度  
泉⽥地区重点実施項⽬ 
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の
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
︒
私
は
︑
地
域
の
コ

ミ
⑃
ニ
テ
␽
␗
の
活
性
化
を
⽬
指
し
︑
公

⺠
館
所
属
団
体
︑
市
⺠
館
利
⽤
団
体
等
の

活
動
に
積
極
的
に
ご
参
加
い
た
だ
き
︑
住

⺠
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
で
︑
地
域
に

住
む
皆
様
同
⼠
の
信
頼
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
︒ 

 

⼈
と
接
す
る
こ
と
で
︑
⼈
の
温
か
さ
を

感
じ
︑
先
の
⾒
え
な
い
不
安
や
孤
独
に
悩

む
こ
と
無
く
︑
み
ん
な
が
み
ん
な
を
⽀
え
︑

快
適
な
く
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

信
じ
て
い
ま
す
︒安
⼼
︑安
全
な
環
境
づ
く

り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
︒ 

 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
⼒
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
︒ 

令
和
３
年
度
の
地
区
⻑
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
︑
責
任
の
重
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
ま
す
︒ 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
︑
数
多
く
の
⾏
事
が
中
⽌
を

余
儀
な
く
さ
れ
︑
残
念
な
思
い
で
い
っ
ぱ

い
で
す
︒ 

 

今
年
も
︑マ
ス
ク
の
着
⽤
︑⼿
洗
い
の
励

⾏
︑
３
密
回
避
な
ど
新
し
い
⽣
活
様
式
が

求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
︑
⼈
と
⼈
と

の
つ
な
が
り
は
と
て
も
⼤
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
︒ 

 

安
⼼
・
安
全
の
町
づ
く
り
の
基
礎
と
な

る
防
犯
・
防
災
に
あ
っ
て
は
︑
⼈
と
⼈
と
の

つ
な
が
り
か
ら
⽣
ま
れ
る
︑
隣
近
所
の
絆
︑

地
域
の
絆
が
⼤
き
な
⼒
を
発
揮
し
ま
す
︒ 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
も
︑
諸
先
輩

⽅
の
ご
努
⼒
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き

た
地
域
の
つ
な
が
り
を
培
っ
て
い
く
諸
活

動
を
︑新
し
い
⽣

活
様
式
に
留
意

し
な
が
ら
受
け

継
い
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
︒ 

 

皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
⼒
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
︒ 

友⼈の船で伊勢湾をセーリング 

 2．あいさつ運動の促進 
  ・絆づくりはあいさつから 

 3．⼦育て⽀援の充実 
  ・⼦育て中のパパ・ママの応援活動 

 1．安⼼・安全の町づくり 
  ・防犯パトロール隊と⾃主防災会が 
   ⽀える安⼼・安全な泉⽥地区 

 4．⼦どもと⾼齢者 
           の⾒守りの連携強化 
   ・⼦どもと⾼齢者への気配り 


